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   A case of spermatic granuloma of right epididymis is reported. This case was a fifty-six-year-

old man who was fertile. The etiology and its role in infertility are discussed.
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は じ め に

副睾丸に発生する腫瘍と鑑別を必要 とする疾患とし

て,従 来より副睾丸炎.副 睾丸結核,副 睾丸嚢腫など

があり,稀 に,精 子肉芽腫症(spermaticgranul・-

ma)が あ る.最 近,わ れわれは精子肉芽腫症の1例

を経験 したので,若 干の考察を加えて報告する.

症 例

患老=56歳,男 性

主訴:右 陰?内 無痛性腫瘤

家族歴 ・既往歴:特 記すべきことなし

現病歴:1984年 秋 頃より右陰嚢内の無痛性腫瘤に気

付き,軽 い圧痛があった.1985年 に入 り漸次増大して

きた,1985年1月26日,当 科初診した.

現症:右 副睾丸の尾部に小指頭大の硬い腫瘤を触知

した.軽 度の圧痛を認め'た.睾 丸 との境界は 明らか

で,周 囲組織との癒着は認められなかった.

検査成績:血 液,生 化学的検査は正常,胸 部理学的

所見,血 沈などの検査も正常であった.

経過:右 副睾丸腫瘍疑いにて,手 術を行なった.

手術所見:睾 丸固有鞘膜を開くと,小 指頭大の腫瘤

が副睾丸尾部に認められた.腫 瘤は副睾丸組織の中に

入 り込んでいるような形を呈し癒着も強かった.睾 丸

との癒着は認められなかった,腫 瘤を含めて副睾丸部

分切除術を行なった.

病理組織所見:精 子及び精子の頭が間質に多数認め

られ,組 織球の著明な浸潤があ り,細 胞内には貧食物

質を多数に認めた.

精 子肉芽腫症(spermaticgranuloma)と 診断さ

れた(Fig.1).

考 察

精子肉芽腫症は,欧 米では1931年 にObendorferi)

に よ り最初に報告されて以来,1985年 までに107例 の

報告が見られる.本 邦では,1955年 楠 ら2)が報告した

がそれ以降報告はな く,1984年 斉藤 らa')の2例 の精子

肉芽腫症の報告が ある のみ で,極 めて報告例が少な

い.

しかし,GlassyandMosto丘 ら4)の報告では,350

例の剖検例中5例 の副睾丸の精子肉芽腫症を見つけて

お り,臨 床上,そ れほど稀な疾患ではないと考えられ

る.

本症の発生原因は,精 子が副睾丸の間質を浸襲する
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Fig.1.矢 印に 精 子 の核 を示 す
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ために生 じ,こ れゆえ肉芽形成をきたすものである.

特に,手 術,外 傷の既往がある場合には,こ れらが誘

因とな り発生すると考えられ る.し か し,本 症のよ

うに,こ れらの既往の全 くないものにも発生する場合

もある.

Sundarasivara5)は 本症の発生機序を,ま ず炎症を

起こし精巣上体管が閉塞することにより拡張し破裂し

精子が開質に放出されて発生すると考えた.ま た,本

症を誘発する物質として,FriedmanandGarske6)

が睾丸中のビアルローダーゼが肉芽腫形成の原因とな

る可能性を示 している.

本症の発症年齢は,GlassyandMostofiら4)の 報

告では,60例 の内80%の 症例は40歳 以下の造精機能の

最も活動性の高い時期,注 活動の盛んな年代に多く,

本症と精子の活動性には困果関係があるものと推察さ

れる,

臨床的には,副 睾丸腫瘍,特 にadcnomatoidtu-

mor副 睾丸結核な どと鑑別を要す が,実 際は術後の

組織学的所見などにより確定診断される場合が多いと

考える.

組織学的所見にみると,結 合組織内に遊離した精子

及びその部分を認め,こ れを中心として肉芽腫が構成

されている.肉 芽腫の発生機序の明らかなものに,精

管結紮術後の断端に本症が発生したものがある.術 後

に結紮断端部から出た精子により肉芽腫が発生 したも

のである.

本症で注意しなけれぽならないのは,男 子不妊症の

原因に本症が関与していることである.本 症に よる不

妊は,精 子の輸送が障害されていた り,全 く遮断され

ているために不妊症が起こると考えられるものと,免

疫学的な面より,精 子はbloQd-testis-barrjerセ こよ

り免疫系より遮断されているが,一 度これを破ると,

精子は異物 と認識され自己免疫性を発見するものとか

考えられ7),ま たRumke8)は 精管を閉塞すると精子

に対する凝集素を精液中に認めており,こ れらの自己

免疫性が,一 側の肉芽腫における不妊症の発生の原因

となるものと考えられる.自 験例では,56歳 と精子活

動期を過ぎており,不 妊症も合併していないものと考

られ,精 液検査は実施しなかった.
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